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讃
五
経
正
義
札
記
　
(
七
)

-
宋
慶
元
刊
『
春
秋
正
義
』
管
見
-

9
　
宋
慶
元
刊
『
春
秋
正
義
』
管
見

我
が
研
究
室
に
筆
者
の
待
望
す
る
こ
と
久
し
き
「
宋
本
春
秋
正
義
三
十
六
巻
」

(
い
わ
ゆ
る
「
八
行
本
」
)
　
の
影
印
本
が
購
入
さ
れ
た
。
「
続
修
四
庫
全
書
」
　
(
続

修
四
庫
全
書
柘
纂
委
員
会
編
　
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
六
年
～
二
〇
〇
二
年
)
　
経

部
春
秋
類
中
に
収
め
ら
れ
た
　
「
宋
慶
元
六
年
紹
興
府
刻
宋
元
遽
修
本
」
　
が
そ
れ

で
あ
る
。

管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
事
が
影
印
さ
れ
た
こ
と
は
無
か
っ

た
と
思
わ
れ
、
し
か
も
、
種
々
の
目
録
・
解
題
書
類
に
も
言
及
す
る
も
の
の
少

な
い
、
実
見
さ
れ
る
こ
と
が
稀
な
版
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
現

存
す
る
宋
元
版
を
博
捜
調
査
さ
れ
た
阿
部
隆
一
氏
　
(
-
巴
ツ
ー
謡
い
)
　
の
　
『
増
訂

中
国
訪
書
誌
』
・
「
北
京
南
京
上
海
観
書
記
」
　
中
に
も
、
残
念
な
が
ら
見
え
な

い
。
わ
ず
か
に
「
宋
元
版
所
在
目
録
」
　
(
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
第
l
一
巻
宋
元
版
篇
』

汲
古
書
院
一
九
九
三
年
)
　
中
に
　
(
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
)
、

野
間
　
文
史

.

春
秋
左
伝
正
義
三
六
巻

マ
マ

宋
慶
元
六
年
紹
興
府
眈
昨
暦
刊
　
左
右
双
辺
八
行
一
六
字
注
三
二
字

宋
元
逓
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
　
中
版
図

と
し
て
記
述
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
実
見
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
『
中
國
版
刻
固
録
』
　
(
北
京
図
書
館
撰
　
北
京
文
物
出
版
社
一
九
六
〇
年
)

を
通
じ
て
の
言
及
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
『
中
國
版
刻
園
録
』
　
の
解
説
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

春
秋
左
侍
正
義
　
膚
孔
頴
達
撰

宋
慶
元
六
年
紹
興
府
刻
宋
元
遮
修
本
　
紹
興
　
図
版
七
九
・
八
〇

匡
高
二
一
・
二
厘
米
.
廣
一
六
二
二
厘
米
。
八
行
.
行
十
六
字
。
注
文

壁
行
,
行
二
十
二
字
。
目
口
.
左
右
壁
邊
。
此
鳥
春
秋
左
氏
侍
経
注
軍

疏
合
刻
第
一
本
。

慶
元
六
年
眈
昨
暦
帥
漸
東
知
紹
興
府
,
以
漸
東
茶
盟
司
酋
刊
易
、
書
、

周
種
及
毛
詩
、
稽
記
五
経
注
疏
,
而
春
秋
左
氏
侍
濁
開
,
乃
肪
前
五
経
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版
式
刻
於
府
治
,
故
亦
稀
「
越
州
本
」
。

刻
工
約
分
二
期
。
丁
供
、
何
昇
、
方
堅
、
葛
昌
、
方
至
、
金
滋
、
李
信
、

劉
昭
、
季
節
正
、
李
倍
、
来
電
、
孫
日
新
、
許
成
之
、
方
茂
等
南
宋
中

葉
杭
州
地
区
良
工
鳥
第
一
期
。
鄭
埜
、
徐
友
山
、
何
慶
、
膠
珍
、
張
狗
、

徐
困
、
超
過
春
、
陳
頭
等
元
時
杭
州
補
版
工
人
鳥
第
二
期
。
此
蓋
元
時

印
本
。

睡
玩
校
勘
記
接
蘇
州
快
快
胎
家
蔵
本
訂
校
.
因
原
書
補
版
多
寡
不
一
,

故
南
本
文
字
亦
不
義
合
。
今
朱
本
久
亡
.
此
烏
僅
存
之
本
。
(
解
説
の

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。
)

な
お
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
も
、

春
秋
左
侍
正
義
三
十
六
巻

唐
孔
穎
達
撰
　
宋
慶
元
六
年
紹
興
府
刻
宋
元
遮
修
本
　
三
十
二
冊

八
行
十
六
字
小
字
壁
行
二
十
二
字
目
口
左
右
壁
邊

と
い
う
記
述
が
有
る
。

ち
な
み
に
宋
元
版
を
多
く
伝
え
る
我
が
国
足
利
学
校
所
蔵
本
中
に
は
、
い
わ

ゆ
る
　
「
十
行
本
」
　
の
『
附
梓
音
春
秋
左
停
注
疏
六
〇
巻
』
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
足
利
学
校
遺
籍
図
書
館
で
は
、
経
書
と
し
て
『
影
南
宋
初
年
刊
本
　
周

易
注
疏
　
上
・
下
巻
』
と
『
毛
詩
注
疏
　
全
四
巻
』
(
い
ず
れ
も
足
利
学
校
遺
籍

図
書
館
後
援
会
刊
　
汲
古
書
院
一
九
八
三
年
)
　
に
続
け
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
と
灰
関
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
『
左
停
注
疏
』
は
中
止
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
、
『
春
秋
正
義
』
全
書
の
校
定
文
作
成
と
現

代
語
訳
を
企
図
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
足
利
「
十
行
本
」
　
に
先
立
つ
慶

元
八
行
本
『
春
秋
正
義
』
の
影
印
刊
行
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
事
件
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

轟

　

轟

　

轟

も
っ
と
も
、
こ
の
書
が
全
く
の
幻
の
版
本
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

幸
い
に
も
、
か
の
院
元
の
『
十
三
脛
注
疏
校
勘
記
』
が
、
す
で
に
『
左
侍
注
疏
』

の
校
勘
に
こ
の
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
春
秋
左
停

注
疏
校
勘
記
序
」
　
に
次
の
よ
う
な
解
説
が
見
え
る
。

宋
本
春
秋
正
義
三
十
六
巻

宋
の
慶
元
の
間
に
、
呉
興
の
沈
中
賓
の
刊
す
る
所
な
り
。
案
ず
る
に
『
新

店
書
経
籍
志
』
に
　
「
春
秋
正
義
三
十
六
巻
」
　
を
載
す
る
は
、
此
と
合
す
。

采
の
王
尭
臣
『
崇
文
抱
目
』
、
晃
公
武
『
郡
齋
講
書
志
』
、
陳
振
孫
『
書

録
解
題
』
並
び
に
同
じ
。
分
智
行
款
は
俗
本
と
も
亦
た
異
な
る
。

巻
一
序
、

巻
二
隠
元
年
、

巻
三
隠
二
年
至
五
年
、

巻
四
隠
六
年
至
十
一
年
、

替
玉
桓
元
年
二
年
、

巻
六
桓
三
年
至
六
年
、

巻
七
桓
七
年
至
十
八
年
、

巻
八
荘
元
年
至
十
五
年
、

巻
九
荘
十
六
年
至
三
十
二
年
、
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巷
十
閃
元
年
二
年
、

巻
十
一
倍
元
年
至
十
五
年
、

巻
十
二
億
十
六
年
至
二
十
六
年
、

巷
十
三
倍
二
十
七
年
至
三
十
三
年
、

巻
十
四
文
元
年
至
十
年
、

巻
十
五
文
十
一
年
至
十
八
年
、

巷
十
六
宣
元
年
至
十
一
年
、

巻
十
七
宣
十
二
年
至
十
八
年
、

巻
十
八
成
元
年
至
十
年
、

巻
十
九
成
十
一
年
至
十
八
年
、

巻
二
十
喪
元
年
至
八
年
、

巻
二
十
一
裏
九
年
至
十
二
年
、

巻
二
十
二
嚢
十
三
年
至
二
十
二
年
、

啓
二
十
三
嚢
二
十
三
年
至
二
十
五
年
、

巻
二
十
四
嚢
二
十
六
年
至
二
十
八
年
、

巻
二
十
五
裏
二
十
九
年
至
三
十
一
年
、

巻
二
十
六
昭
元
年
至
三
年
、

巻
二
十
七
昭
四
年
至
七
年
、

巻
二
十
八
昭
八
年
至
十
二
年
、

巻
二
十
九
昭
十
三
年
至
十
七
年
、

巻
三
十
昭
十
八
年
至
二
十
二
年
、

巻
三
十
一
昭
二
十
三
年
至
二
十
六
年
、

巷
三
十
二
昭
二
十
七
年
至
三
十
二
年
、

巻
三
十
三
定
元
年
至
七
年
、

巻
三
十
四
定
八
年
至
十
五
年
、

巻
三
十
五
哀
元
年
至
十
一
年
、

巻
三
十
六
哀
十
二
年
至
二
十
七
年
。

か
し
ら

又
た
　
「
合
於
夷
儀
之
歳
」
　
云
云
の
襲
二
十
六
年
の
首
に
在
る
は
、
唐
石

経
と
合
す
。
『
搾
音
』
を
附
す
る
無
く
、
字
に
俗
鰻
無
し
。
走
れ
宋
刻
正

義
中
の
第
一
の
善
本
な
り
。
毎
半
頁
八
行
、
躍
侍
は
毎
行
十
六
字
。
「
注
」

及
　
「
正
義
」
　
は
、
毎
格
壁
行
、
行
は
廿
二
字
。
脛
侍
の
下
に
　
「
注
」
　
を
載

す
る
も
、
「
注
」
字
を
標
せ
ず
・
「
正
義
」
を
虻
離
て
篇
未
に
蹄
す
る
は
、

眞
に
膏
式
な
り
。
今
校
勘
記
は
此
の
分
巻
に
依
る
。

采
慶
元
間
、
呉
興
沈
中
賓
所
刊
。
案
新
居
書
経
籍
志
載
「
春
秋
正
義
三
十
六
巻
」
、

輿
此
合
。
宋
王
尭
臣
崇
文
抱
目
、
羅
公
武
郡
齋
讃
書
志
、
陳
振
孫
書
録
解
題
並

同
。
分
巷
行
款
、
輿
俗
本
亦
異
。
啓
一
序
、
啓
二
隠
元
年
、
啓
三
隠
二
年
至
五

年
、
巻
四
隠
六
年
至
十
一
年
、
巻
五
桓
元
年
二
年
、
巻
六
桓
三
年
至
六
年
、
智

七
桓
七
年
至
十
八
年
、
巻
八
荘
元
年
至
十
五
年
、
巻
九
荘
十
六
年
至
三
十
二
年
、

巻
十
関
元
年
二
年
、
巻
十
l
億
元
年
至
十
五
年
、
巻
十
二
億
十
六
年
至
二
十
六

年
、
巷
十
三
億
二
十
七
年
至
三
十
三
年
、
巻
十
四
文
元
年
至
十
年
、
巻
十
五
文

十
一
年
至
十
八
年
、
巻
十
六
宣
元
年
至
十
一
年
、
巻
十
七
宣
十
二
年
至
十
八
年
、

巻
十
八
成
元
年
至
十
年
、
巻
十
九
成
十
一
年
至
十
八
年
、
巻
二
十
襲
元
年
至
八

年
、
懇
二
十
一
嚢
九
年
至
十
二
年
、
巻
二
十
二
喪
十
三
年
至
二
十
二
年
、
巻
二

十
三
喪
二
十
三
年
至
二
十
五
年
、
馨
二
十
四
嚢
二
十
六
年
至
二
十
八
年
、
馨
二

十
五
葉
二
十
九
年
至
三
十
一
年
、
巻
二
十
六
昭
元
年
至
三
年
、
巻
二
十
七
昭
四

年
至
七
年
、
巻
二
十
八
昭
八
年
至
十
二
年
、
巻
二
十
九
昭
十
三
年
至
十
七
年
、

巻
三
十
昭
十
八
年
至
二
十
二
年
、
巷
三
十
一
昭
二
十
三
年
至
二
十
六
年
、
巻
三

十
二
昭
二
十
七
年
至
三
十
二
年
、
馨
三
十
三
定
元
年
至
七
年
、
巷
三
十
四
定
八
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年
至
十
五
年
、
巻
三
十
五
哀
元
年
至
十
一
年
、
巻
三
十
六
哀
十
二
年
至
二
十
七

年
。
又
「
合
於
夷
儀
之
歳
し
　
云
云
在
嚢
二
十
六
年
之
首
、
輿
唐
石
経
合
。
無
附

梓
音
、
.
字
無
俗
絶
。
是
宋
刻
正
義
中
之
第
一
善
本
。
毎
半
頁
八
行
、
経
侍
毎
行

十
六
字
。
注
及
正
義
、
毎
格
壁
行
、
行
廿
二
字
。
経
停
下
載
注
、
l
不
標
注
字
。

正
義
抱
蹄
篇
未
、
眞
蕃
式
也
。
今
校
勘
記
依
此
分
巻
。

単
疏
本

ー
l
　
唐
代
写
本

Ⅱ
　
國
子
監
本

Ⅲ
　
覆
國
子
監
本

囲

国

圀

圃

圀

園

園

国

園

△
?
　
　
△
　
△
　
△

□
　
口
　
△
　
△
　
抄
本

経
注
疏
合
刻
本

か
つ
て
民
国
八
年
　
(
一
九
一
九
年
)
　
に
商
務
印
書
館
が
　
「
滴
券
種
」
蔵
本
を

中
心
に
善
本
を
博
捜
収
集
し
た
　
「
四
部
叢
刊
」
を
影
印
刊
行
し
た
の
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
院
元
に
よ
っ
て
「
宋
刻
正
義
中
の
第
一
の
善
本
」

と
評
さ
れ
た
こ
の
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
が
採
録
さ
れ
ず
、
「
四
部
叢
刊
続
編
」
　
(
一

九
三
四
年
)
　
中
に
、
我
が
国
伝
承
の
旧
抄
本
　
「
正
宗
寺
本
春
秋
正
義
三
六
巻
」

が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
　
「
正
宗
寺
本
」
　
が
単
疏
本
で
あ
っ
た
こ
と
を

そ
の
主
た
る
理
由
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
　
「
幸
い
に
も
、
か
の
阪
元
の
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』
は
、

『
左
倖
注
疏
』
の
校
勘
に
こ
の
八
行
本
を
利
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
院
元
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』
中
で
、
「
八
行
本
」
　
を

直
紛
利
用
し
て
い
る
の
が
『
種
記
注
疏
』
(
た
だ
し
駈
校
の
参
照
し
た
古
株
校
本
が

「
八
行
本
」
に
基
づ
小
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
)
と
こ
の
『
左
侍
注
疏
』
の
み
で
あ

り
、
校
勘
記
の
資
料
と
し
て
は
充
実
し
て
い
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
　
(
山
井

鼎
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
を
通
じ
て
の
校
勘
は
含
め
て
い
な
い
)
。

参
考
ま
で
に
、
以
下
に
現
存
す
る
九
経
注
疏
本
と
院
元
『
校
勘
記
』
と
の
関

係
を
図
表
化
し
て
み
よ
う
。
「
△
」
印
は
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
も
の
、
「
□
」

印
は
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
も
の
、
「
◎
」
　
印
は
そ
の
版
本
が
ほ
ぼ
完
存
し
、
し

か
も
院
元
『
校
勘
記
』
が
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅳ
　
八
行
本

◎
　
◎
　
ロ
　
無
　
無
　
無

附
釈
音
本

Ⅹ　Ⅸ　Ⅷ　Ⅶ　Ⅵ　Ⅴ

十
行
本

正
徳
十
行
本

関
本
(
嘉
靖
本
)

監
本
(
万
暦
本
)

毛
本
(
汲
古
関
本
)

殿
本
(
乾
隆
本
)

□　◎　◎　◎　◎

□　◎　◎　◎　◎

ロ　◎　◎　◎　◎　○

□　◎　◎　◎　◎

□　◎　◎　◎　◎　○

□　◎　◎　◎　◎

◎　◎　◎　◎　無　無

口　◎　◎　◎　◎

□　◎　◎　◎　◎
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卑
見
に
よ
れ
ば
、
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』
中
で
『
春
秋
左
侍
注
疏
校
勘
記
』

の
出
来
栄
え
は
か
な
り
上
等
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん

「
八
行
本
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
そ
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
我
々
は
阪
校
の
言
及
す
る
範
囲
で
し
か
　
「
八
行
本
」
　
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
影
印
本
の
刊
行
は
、

そ
の
意
味
か
ら
も
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

轟

　

轟

　

轟

さ
て
筆
者
は
先
に
『
春
秋
正
義
の
基
礎
的
研
究
』
　
(
平
成
9
年
度
～
平
成
1
1
年

度
科
学
研
究
補
助
金
・
基
盤
研
究
の
の
・
研
究
成
果
報
告
至
中
に
、
「
春
秋
正
義
校



譲五経正義札記(七)'(野間)

勘
記
(
序
・
巻
一
～
巻
十
)
」
を
発
表
し
、
次
い
で
「
春
秋
正
義
の
発
展
的
研
究
」

(
平
成
1
2
年
度
～
平
成
1
3
年
度
科
学
研
究
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
2
)
　
の
成
果
の
一

部
と
し
て
、
「
春
秋
正
義
校
勘
記
　
(
巻
十
一
～
巻
十
八
)
」
　
(
広
島
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
論
集
第
六
二
巻
特
輯
号
一
二
〇
〇
二
年
)
　
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

『
左
侍
注
疏
』
全
六
〇
巻
分
を
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
右
の
拙
稿
は
、
院
元
『
春
秋
左
侍
注
疏
校
勘
記
』
の
　
「
疏
」
部
の

全
文
を
収
録
し
、
こ
れ
に
『
景
紗
正
宗
寺
本
春
秋
正
義
』
(
昭
和
八
年
東
方
文
化

學
院
影
印
本
)
、
ま
た
南
末
の
魂
了
翁
『
春
秋
左
侍
要
義
』
(
四
庫
全
書
本
)
　
と
の

異
同
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
完
成
度
の
高
い
校
勘
記
と
し
て
は
、

「
八
行
本
」
や
「
十
行
本
」
を
も
参
照
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
八

行
本
」
　
は
玩
校
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
　
(
同
様
に
、
「
十
行
本
」

は
山
井
鼎
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
に
掛
る
)
。

そ
し
て
こ
の
た
び
の
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
の
公
刊
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
短
期
間
の
う
ち
に
『
春
秋
正
義
』
全
三
十
六
巻
を
詳
細

に
検
討
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
筆
者
が
一
通
り
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
、

院
校
の
言
及
部
分
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
気
に
な
る
点
を
見
出
し
た
の
で
、
以
下

に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、
大
方
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。
「
讃

五
経
正
義
札
記
　
(
七
)
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
所
以
で
あ
る
。

先
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
「
慶
元
本
」
は
や
は
り
善
本
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
十
行
本
」
に
淵
源
す
る
後
世
の
諸
版
本
に
比
べ
て
、
そ
の
嘉
処
の
多
さ
は
既

に
院
校
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
分
巻
次
第
は
ほ
ぼ
「
単
疏
本
」
　
の
そ

れ
を
踏
襲
し
て
お
り
、
疏
部
分
の
経
・
伝
・
注
部
分
と
の
緊
密
性
の
点
か
ら
見
て
、

や
は
り
「
単
疏
本
」
　
の
形
式
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、
最
初
の
合
刻
本
で
あ
る

こ
と
が
実
感
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
　
(
附
図
一
参
照
)
。

次
に
指
摘
す
べ
き
は
、
影
印
本
の
た
め
判
断
す
る
の
が
な
か
な
か
困
難
で
は

あ
る
が
、
宋
版
と
し
て
は
か
な
り
後
印
に
属
す
る
よ
う
で
、
し
か
も
題
修
部
分

が
か
な
り
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
　
(
附
図
二
参
照
)
。

な
お
、
「
続
修
四
庫
全
書
本
」
　
で
は
、
原
本
を
半
菜
ご
と
に
影
写
し
、
後
で

表
と
裏
を
一
葉
の
形
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
版
心
が
充
分
に
は
復
元
さ

れ
て
い
な
い
恨
み
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
刻
工
名
も
識
別
困
難
な
版
心
が
少
な

く
な
い
。
「
原
書
版
梶
高
二
一
七
葛
米
寛
三
四
六
葛
米
」
　
で
あ
る
と
い
う
が
、

影
印
本
は
縦
九
〇
ミ
リ
・
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
〇
ミ
リ
・
メ
ー
ト
ル
に
縮
印
さ
れ

て
い
る
。

三
番
目
に
指
摘
す
べ
き
は
、
実
は
　
「
慶
元
本
」
自
体
の
問
題
で
は
な
く
、
院

元
『
春
秋
左
停
注
疏
校
勘
記
』
の
問
題
で
あ
る
。
『
校
勘
記
』
序
文
〔
①
】
に
よ

げ
ん
け
つ

れ
ば
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
を
担
当
し
た
の
は
銭
塘
監
生
の
厳
木
州
(
-
ゴ
㌶
T
H
監
立

で
あ
り
、
彼
は
ま
た
院
元
の
指
導
の
も
と
『
経
籍
墓
誌
』
や
「
皇
活
躍
解
」
　
の

編
集
に
も
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
(
『
活
史
列
侍
』
巻
六
九
)
。
既
述
の
と
お
り
、

『
春
秋
左
侍
注
疏
校
勘
記
』
は
阪
校
の
中
で
は
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功

績
は
、
や
は
り
彼
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
こ
の
た
び
、
主
と
し
て
　
「
正
宗
寺
本
」
　
(
単
疏
本
)
　
と

異
な
る
部
分
を
中
心
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
事
実
を
見
出
し
得
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
　
「
慶
元
本
」
　
の
本
文
が
、
阪
校
の
記
述
　
(
す
な
わ
ち

院
校
に
い
わ
ゆ
る
「
宋
本
」
に
対
す
る
記
述
)
　
と
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
極
め
て
多

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
致
す
る
箇
所
が
圧
倒
的
に
多
い
の
も
事
実
で

あ
る
が
、
異
な
る
部
分
が
決
し
て
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
に
、
そ
の
実
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
校
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勘
記
(
巻
・
英
数
の
後
に
玩
校
、
◎
印
の
後
に
筆
者
の
校
勘
)
　
の
記
述
の
後
に
、
実

際
に
「
慶
元
本
」
に
当
た
っ
て
み
た
結
果
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

以
下
こ
の
　
「
慶
元
本
」
を
「
続
修
国
庫
本
」
と
称
し
、
院
校
所
引
「
宋
本
」
と

区
別
す
る
。

轟

　

轟

　

轟

☆
以
至
干
今
(
序
.
O
N
b
.
告
宋
本
・
毛
本
「
干
」
作
「
於
」
。
按
躍
多
作
「
干
」
、

樽
・
注
・
正
義
多
作
「
於
」
。
此
正
義
常
用
「
於
」
字
。
後
人
因
簡
省
、
改

作
「
干
」
也
。
◎
正
本
は
「
干
」
字
に
作
る
。
要
義
本
は
「
於
」
字
に
作

る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
も
「
干
」
字
に
作
る
。

・
以
公
姑
姉
妻
之
(
序
.
〇
台
.
】
)
宋
本
「
姉
」
作
「
姉
」
、
下
同
。
唐
宋
人
八

「
市
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
姉
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
も
「
妨
」

字
に
作
る
。

・
且
有
題
目
春
秋
梓
例
序
(
0
-
.
0
-
a
・
邊
宋
本
「
且
」
　
誤
「
其
」
。
◎
正
本
は

「
且
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
は
「
具
」
字
に
誤
る
。

・
徐
逸
以
音
世
言
五
経
音
訓
(
0
-
・
0
-
a
・
巴
宋
本
「
言
」
作
「
定
」
、
「
音
」
誤

「
奇
」
。
◎
正
本
は
「
定
」
字
、
「
音
」
字
に
作
り
、
と
も
に
誤
ら
ず
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
は
正
本
に
同
じ
。

☆
大
模
作
甲
子
　
(
0
-
.
0
告
.
u
)
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
検
」
作
「
挨
」
。
◎
正
本

は
、
「
槙
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
r
椀
」
字
に
作
る
。

☆
註
日
宣
子
者
(
0
-
.
0
設
立
宋
本
・
毛
木
「
溢
」
作
「
堅
。
説
詳
隠
八
年

侍
。
◎
正
本
は
「
註
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
註
」
字
。

☆
自
嫌
彊
大
(
O
H
O
a
.
巴
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
彊
」
作
-
「
疆
」
誤
。
◎
正
本

は
「
彊
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
彊
」
字
に
作
る
。

☆
是
錯
脛
以
合
異
也
　
(
0
い
.
-
H
b
・
u
)
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
異
」
　
誤
「
義
」
。
◎

正
本
は
「
異
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
異
」
字
。

☆
邱
明
典
聖
同
恥
(
0
-
・
N
O
b
・
u
)
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
恥
」
作
「
時
」
。
◎
正

本
は
「
恥
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
恥
」
字
に
作
る
。

☆
乃
聞
賢
輿
不
賢
(
e
-
.
い
ざ
.
-
)
宋
本
「
聞
」
作
「
関
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
聞
」

字
に
作
る
。
こ
れ
は
誤
り
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
聞
」
字
に
誤
る
。

☆
以
聖
人
鼓
聖
窮
神
(
e
-
.
N
∞
b
.
-
)
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
患
聖
」
作

「
壷
性
」
。
◎
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
「
轟
聖
」
に
作
る
。
正
本
は
閑
文
。

・
是
風
吹
之
隊
清
水
(
己
.
写
.
告
采
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
隊
」
作
「
墜
」
。

◎
正
本
は
「
隊
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
隊
」
字
に
作
る
。

・
上
言
伐
下
言
取
者
(
O
u
.
-
u
a
.
u
)
采
本
・
監
本
・
毛
本
「
下
」
誤
「
不
」
。
◎

正
本
は
「
下
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
下
」
字

に
作
る
。

・
正
義
自
説
文
云
漁
捕
魚
也
(
已
・
N
e
a
・
巴
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
r
漁
」

作
「
魚
」
。
◎
正
本
は
「
漁
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

★
若
一
地
二
名
昔
時
並
存
(
宝
皇
軍
立
　
案
将
例
作
「
若
二
名
昔
時
並
存
」
。

宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
存
」
作
「
有
」
。
◎
正
本
は
r
若
一
地
二
名

昔
時
並
存
」
に
作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
も
「
存
」
字
に
作
る
。

★
六
粂
謂
黍
稜
括
梁
褒
茂
(
O
u
占
等
.
】
○
)
宋
本
・
監
本
・
毛
木
「
梁
」
作
「
菜
」

非
也
。
◎
正
本
「
梁
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
は
「
梁
」

字
に
誤
る
。

・
偏
束
其
脛
(
O
u
.
E
b
.
已
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
宿
」
作
「
信
」
。
◎
正
本
は
「
偏
」

字
に
作
る
。
院
刻
本
も
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
偏
」
字
に
作
る
。

・
又
哀
十
三
年
十
二
月
姦
(
宗
.
0
-
b
.
N
)
宋
本
「
三
」
作
「
二
」
非
也
。
◎
正
本
は

「
三
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
三
」
字
に
作
る
。
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・
放
出
合
超
(
0
.
g
ゴ
ア
巴
采
本
・
毛
本
作
「
合
理
」
。
◎
正
本
は
「
合
鵡
」
に
作

る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
合
種
」
　
に
作
る
。

★
楊
雄
方
言
云
　
(
○
?
○
汐
.
-
○
)
　
宋
本
・
毛
本
「
楊
」
作
「
揚
」
非
也
。
案
廣
韻
揚
字

下
不
言
姓
。
楊
字
注
云
、
出
宏
農
天
水
二
望
。
漢
書
本
俸
云
、
其
先
食
采

於
楊
、
因
氏
焉
。
◎
正
本
は
「
楊
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
楊
」
字
に
作
る
。

★
陸
機
毛
詩
疏
云
(
O
や
0
寧
-
○
)
宋
本
「
機
」
作
「
機
」
非
。
◎
正
本
は
「
機
」
字

に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
機
」
字
に
作
る
。

・
季
梁
推
此
出
理
　
(
ま
.
-
浮
.
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
作
「
推
出
此
理
」
。

◎
正
本
は
「
推
此
出
理
」
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
r
続
修
四
庫
本
」
同
じ
。

・
尚
書
欧
陽
説
九
族
乃
異
姓
有
属
者
　
(
○
?
g
a
.
巴
　
宋
本
「
乃
」
作
「
反
」
。
詩
葛

孟
正
義
引
「
属
」
上
有
「
親
」
字
。
◎
正
本
・
要
義
本
は
「
乃
」
字
に
作
る
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
　
「
乃
」
字
に
作
る
。

・
末
日
焦
法
式
(
○
乎
○
晋
.
邊
宋
本
「
法
」
作
「
潰
」
。
◎
正
本
は
「
法
」
字
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
法
」
字
に
作
る
。

・
皆
言
巳
往
合
之
　
(
O
や
S
a
・
u
)
　
宋
本
「
巳
」
作
「
己
」
不
誤
。
◎
正
本
は
「
巳
」
字

に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
　
「
巳
」
　
字
に
作
る
。
た
だ
し
「
己
」
字
が
正

し
い
。

・
及
偉
子
乞
乞
卒
子
常
代
之
　
(
O
P
N
∽
a
.
N
)
　
各
本
作
「
億
」
。
此
本
誤
「
宿
」
。
今
訂

正
。
宋
本
「
常
」
作
「
恒
」
。
毛
本
「
代
」
誤
「
伐
」
。
◎
正
本
は
「
子
常
」
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
常
」
字
に
作
る
。

・
皆
以
烏
一
百
七
十
三
日
有
線
而
日
一
食
(
-
?
○
∽
a
.
N
)
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
三
」

作
「
二
」
。
元
和
李
鋭
云
、
作
「
三
」
是
也
。
宋
書
景
初
術
食
通
七
十
九
萬
一

百
一
十
、
以
日
法
四
千
五
百
五
十
九
除
之
、
得
一
百
七
十
三
日
蝕
一
千
四

百
三
之
類
。
◎
正
本
・
阪
刻
本
は
「
三
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続

修
四
鹿
本
」
　
も
「
三
」
字
に
作
る
。

・
於
是
樹
板
辣
而
興
作
焉
　
(
-
?
S
a
.
告
　
宋
本
・
関
本
「
斡
」
作
「
鰊
」
。
監
本
・
毛

本
作
「
幹
」
。
並
非
。
◎
正
本
・
院
刻
本
は
「
幹
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し

い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
斡
」
字
に
作
る
。

・
謂
板
翰
春
栂
(
-
9
-
さ
.
N
)
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
幹
」
作
「
幹
」
‥
宋
本
作
「
幹
」
。

下
同
・
「
栂
」
宋
本
作
「
拐
」
字
・
按
「
栂
」
字
説
丈
所
無
。
乃
周
穏
「
章
」
字
之

俗
鰻
。
此
虞
昔
用
「
栂
」
。
◎
正
本
は
宋
本
と
異
な
り
「
謂
板
斡
春
栂
」
に
作

る
。
院
刻
本
同
じ
。
こ
こ
で
も
　
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
　
「
軟
」
字
に
作
る
。

・
陸
機
毛
詩
義
疏
云
　
(
呂
.
E
a
.
N
)
　
宋
本
「
機
」
作
「
磯
」
。
◎
正
本
は
「
機
」
字
に

作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
機
」
字
に
作
る
。

★
是
共
植
時
之
便
　
(
6
.
0
等
.
告
　
采
本
「
時
」
作
「
盟
」
、
「
便
」
作
「
宜
」
。
◎
正
本

は
「
是
卦
樺
時
之
宜
」
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
は
「
是
掛
植
盟
之
宜
」

字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

・
説
文
云
震
努
暦
振
物
者
　
(
】
ナ
0
-
b
.
邊
　
采
本
亦
作
「
努
暦
」
下
同
。
関
本
・
監

本
・
毛
本
作
「
霹
靂
」
非
也
。
◎
正
本
は
「
努
歴
」
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
　
「
努
歴
」
　
に
作
る
。

・
又
日
然
則
吾
欲
暴
巫
而
葵
若
　
(
】
ナ
S
a
.
N
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
脱
「
然

別
」
二
字
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
、
「
然
則
」
二
字
を
脱
し
な
い
。
こ

れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
脱
せ
ず
。

・
其
小
者
謂
之
蠣
均
　
(
-
.
S
a
.
-
)
　
◎
正
本
・
殿
本
「
増
」
字
を
「
螺
」
字
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。
阪
校
の
遺
漏
か
。

・
正
義
日
用
兵
之
法
　
(
-
9
0
告
.
巴
　
◎
正
本
に
は
「
用
兵
」
の
上
に
「
言
」
字
が
有

る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。
阪
校
の
遺
編
か
。
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・
案
漢
書
尉
他
猷
文
帝
翠
鳥
毛
(
G
.
N
u
a
.
巴
二
間
本
・
監
本
・
毛
本
「
他
」
作
「
佗
」
。

「
毛
」
宋
本
作
「
千
」
、
典
漢
書
南
卑
侍
合
。
◎
正
本
は
「
他
」
字
「
毛
」
字
に

作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
　
も
同
じ
。

・
稀
菖
都
以
島
本
耳
　
(
-
?
○
告
.
-
)
　
采
本
・
監
本
・
毛
本
「
都
」
作
「
郡
」
是
也
。
◎

正
本
は
「
都
」
字
に
作
る
。
こ
れ
は
誤
り
。
院
刻
本
は
諸
本
と
同
様
「
都
」
字

に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
都
」
字
に
誤
る
。

・
門
人
従
以
烏
註
(
-
仇
・
O
等
・
N
)
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
註
」
作
「
憲
」
非
。
宋
本
「
註
」

作
「
誼
」
。
案
昔
作
「
註
」
。
◎
正
本
は
「
註
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
註
」
字
に
作
る
。

・
明
是
通
子
有
疾
　
(
-
?
○
∽
a
・
-
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
適
」
作
「
嫡
㌔
　
◎

正
本
は
諸
本
と
は
異
な
り
、
「
適
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四

庫
本
」
　
も
「
適
」
字
に
作
る
。

・
侯
伯
七
(
-
?
N
計
・
巴
関
本
・
監
本
「
侯
」
誤
「
諸
」
。
宋
本
・
毛
本
「
侯
」
上
術
「
諸
」

字
。
◎
正
本
は
宋
本
と
異
な
り
、
「
諸
」
字
無
し
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
に
も
「
諸
」
字
は
無
い
。

・
故
有
戒
心
也
(
-
・
B
a
・
巴
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
式
」
作
「
二
」
。
◎
正
本
は
「
式
」

字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
式
」
字
に
作
る
。

・
故
言
其
誼
也
(
-
ご
声
色
案
「
誼
」
昔
作
「
註
」
。
宋
本
多
作
「
誼
」
者
、
必
是

慶
元
重
刻
時
所
改
。
◎
正
本
は
宋
本
と
異
な
り
「
溢
」
字
に
作
る
。
院
校
が

(

指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
誌
」
字
に

作
る
。
し
た
が
っ
て
阪
校
「
慶
元
重
刻
時
所
改
」
　
は
失
校
。

」
故
特
烏
此
解
(
-
ぎ
・
N
命
・
-
○
)
采
本
「
特
」
作
「
持
」
誤
。
◎
正
本
は
「
杜
」
字
に

作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
杜
」
字
。

・
如
今
皆
死
(
-
苫
占
㌢
畠
)
宋
本
・
毛
本
「
今
」
作
「
令
」
。
◎
正
本
は
「
今
」
字
に

作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
今
」
字
に
作
る
。

・
征
盛
者
貨
賄
之
税
　
(
-
夢
.
O
u
b
.
u
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
税
」
誤
「
移
」
。

◎
正
本
は
「
税
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
　
「
税
」
字
に
作
る
。

・
且
辻
居
夷
秋
　
(
-
苫
・
〇
台
・
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
夷
秋
」
作
「
四
夷
」
。

◎
正
本
は
「
夷
秋
」
に
作
る
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
夷
秋
」

に
作
る
。

・
比
猶
繹
不
朝
正
之
義
　
(
N
?
0
-
b
・
-
)
　
関
本
・
監
本
「
比
」
作
「
此
」
。
宋
本
「
正
」

作
「
王
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
比
」
字
、
「
正
」
字
に
作
る
。
つ
ま
り
院
刻
本
に

同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
正
」
字
に
作
る
。

・
入
於
國
(
?
B
b
・
u
)
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
入
」
誤
「
人
」
。
◎
正
本
は
「
入
」

字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
入
」
　
字
。

・
是
植
謂
絡
領
主
帥
監
作
者
也
　
(
巴
.
〇
夢
色
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
謂
」

作
「
鳥
」
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
謂
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
　
「
謂
」
字
に
作
る
。

・
劉
款
期
交
州
記
日
　
(
N
-
・
房
b
・
邊
　
宋
本
「
款
」
作
「
欣
」
。
「
記
」
杭
世
故
改
作

「
志
」
。
◎
正
本
は
院
刻
本
と
同
様
「
劉
款
期
交
州
記
日
」
に
作
る
。
「
続
修

四
庫
本
」
　
も
「
款
」
字
に
作
る
。

・
故
窺
其
戸
　
(
N
N
.
〇
含
.
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
窺
」
作
「
閲
」
不
誤
。
◎

正
本
・
要
義
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
窺
」
字
に
作
る
。
「
國
」
字
が
正
し
い
。

「
続
修
四
庫
本
」
も
「
窺
」
字
に
作
る
。

・
既
不
審
公
子
而
稀
仲
遂
者
(
N
N
・
O
等
・
-
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
書
」
作

「
稀
」
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
書
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
　
も

「
書
」
字
に
作
る
。
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・
皆
歴
序
諸
国
　
(
N
N
・
】
告
・
巴
　
宋
本
・
毛
本
「
歴
」
作
「
列
」
。
◎
正
本
は
「
歴
」
字

に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
鹿
本
」
　
も
「
歴
」
字
に
作
る
。

★
計
應
罪
楚
子
　
(
N
N
.
-
詮
.
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
計
」
作
「
例
」
是
也
。

◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
計
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
は
「
例
」
字
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
計
」
字
に
作
る
。

・
彼
四
民
謂
士
農
工
商
　
(
N
・
已
a
・
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
謂
」
作
「
焦
」

非
也
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
謂
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
阪

刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
謂
」
字
に
作
る
。

・
今
楚
王
偶
然
乗
左
廣
以
逐
超
旗
(
巳
.
】
汐
.
告
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
虜
」
作
「
車
」

非
。
◎
正
本
は
「
廣
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
　
「
廣
」
字
に
作
る
。

・
夏
大
繹
鈷
文
　
(
N
u
.
N
O
b
.
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
大
」
誤
「
人
」
。
◎
正

本
は
「
大
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
同
じ
。

・
凡
草
物
之
類
謂
之
妖
　
(
N
ナ
ー
ー
a
.
邊
　
宋
本
・
関
本
「
物
」
作
「
木
」
。
案
漢
書
五

行
志
作
「
物
」
。
◎
正
本
は
「
物
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
院
刻
本
同

じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
物
」
字
に
作
る
。

・
終
有
背
晋
之
心
　
(
N
サ
ー
↓
a
・
-
○
)
　
宋
本
・
毛
本
「
牌
」
作
「
昔
」
。
◎
正
本
は
「
格
」

字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
絡
」
字
に
作
る
。

・
以
居
俗
裔
　
(
N
u
.
〇
㌢
.
】
)
　
宋
本
・
毛
本
作
「
以
居
草
葬
」
是
也
。
◎
正
本
は
　
「
以

虎
草
弄
」
　
に
作
る
。
要
義
本
同
じ
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
同
じ
。

・
正
義
日
(
N
か
・
B
a
・
N
)
宋
本
「
日
」
字
空
映
。
◎
正
本
に
は
「
日
」
字
が
有
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
に
も
　
「
目
し
字
が
有
る
。

・
故
云
魯
人
自
軍
之
功
　
(
N
チ
P
O
b
・
u
)
　
宋
本
「
故
云
」
上
有
「
案
在
二
年
今
始
立

武
宮
」
九
字
。
◎
正
本
に
は
「
葦
在
二
年
今
始
立
武
宮
」
の
九
字
が
有
る
。

要
義
本
同
じ
。
「
輩
」
字
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
室
」
字
。

・
而
努
逸
等
也
(
N
‡
曇
Y
巴
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
逸
」
作
「
侠
」
。
◎
正

本
は
諸
本
と
異
な
り
「
逸
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
逸
」
字
。

・
呂
氏
春
秋
稲
黄
帝
使
冷
倫
　
(
N
か
・
N
等
・
-
○
)
　
宋
本
「
冷
」
作
「
伶
」
。
◎
正
本
は

「
冷
」
字
に
作
る
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
阻
庫
本
」
も
「
玲
」
字
。

・
焙
衆
寡
芥
(
N
ご
宇
土
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
播
」
作
「
備
」
。
案
詩
作

「
賭
」
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
　
「
賭
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
　
「
烙
」
字
に
作
る
。

・
食
詰
言
烏
義
　
(
N
?
○
さ
・
】
○
)
　
毛
木
「
話
」
作
「
語
」
。
宋
本
「
義
」
作
「
並
」
皆
非

也
。
◎
正
本
は
院
刻
本
と
同
様
　
「
食
詰
言
盛
義
」
　
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し

い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
使
佐
下
軍
　
(
N
甲
山
O
a
.
u
)
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
下
」
作
「
新
」
、
輿
國
語
合
。
◎

正
本
は
　
「
下
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
　
「
下
」
字
に
作
る
。

★
則
下
典
福
祐
甚
周
偏
(
酸
基
等
.
芝
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
祐
」
作
「
佑
」
。

◎
正
本
は
「
祐
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
以
明
王
勅
其
乗
盟
　
(
N
P
O
等
・
u
)
　
宋
本
・
毛
本
「
勅
」
作
「
救
」
。
◎
正
本
は
「
勅
」

字
に
作
る
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
維
共
有
之
　
(
N
や
-
N
b
.
-
○
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
維
」
作
「
惟
」
。
◎
正
本

は
諸
本
と
異
な
り
「
維
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も

「
維
」
字
に
作
る
。

・
韓
厭
子
自
　
(
N
P
-
∞
a
・
じ
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
木
「
白
」
作
「
日
」
。
◎
正
本

は
諸
本
と
異
な
り
「
白
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も

「
自
」
　
字
に
作
る
。
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・
彼
倶
不
敢
聞
　
(
N
や
い
等
.
-
)
　
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
倶
」
誤
「
憶
」
。
宋
本
「
聞
」
作

「
聞
」
。
◎
正
本
は
「
聞
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も

「
聞
」
字
に
作
る
。

・
我
止
略
女
　
(
い
や
も
-
a
.
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
止
」
作
「
只
」
非
也
。
◎

正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
止
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
　
「
止
」
字
に
作
る
。

・
於
時
魯
師
大
敗
(
N
や
N
等
.
巴
宋
本
・
毛
本
「
時
」
作
「
是
」
非
。
監
本
「
大
」
作
「
夫
」

不
誤
。
◎
正
本
は
「
於
時
魯
師
大
敗
」
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
阪
刻
本
同
じ
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
於
時
魯
師
大
敗
」
に
作
る
。

・
日
放
於
壷
終
始
也
　
(
N
?
N
等
.
巴
　
関
本
「
壷
」
誤
「
萱
」
。
監
本
・
毛
本
作
「
塞
」
、

依
檀
弓
改
也
。
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
終
」
作
「
飴
」
。
山
井
鼎
云
「
飴
」
作
「
飴
」
、

輿
種
記
合
。
関
本
亦
誤
「
終
」
。
◎
正
本
は
「
日
放
於
壷
飴
始
也
」
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
日
放
於
壷
飴
始
也
」
に
作
る
。

・
放
鳥
主
役
徒
者
　
(
u
?
-
O
a
・
い
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
役
徒
」
誤
倒
。
◎

正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
役
徒
」
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も

「
役
徒
」
に
作
る
。

・
賓
任
管
夷
吾
　
(
い
?
-
浮
.
巴
　
宋
本
・
毛
本
「
任
」
作
「
用
」
。
◎
正
本
は
「
任
」
字

に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
任
」
に
作
る
。

・
此
侍
云
二
師
令
四
郷
正
　
(
u
?
N
-
b
.
N
)
　
関
本
此
虚
園
。
宋
本
「
令
」
作
「
命
」
是

1也
。
○
今
依
作
「
命
」
。
◎
正
本
は
「
令
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も

「
令
」
字
に
作
る
。

・
萬
十
里
鳥
成
　
(
巴
占
浮
.
じ
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
萬
」
作
「
万
」
是
也
。

按
唐
人
干
「
萬
」
字
多
作
「
万
」
。
◎
正
本
は
「
方
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。

「
方
」
字
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
方
」
字
に
作
る
。

・
是
債
公
之
廟
門
也
　
(
い
ー
.
-
訂
.
-
○
)
　
宋
本
「
之
廟
」
作
「
廟
之
」
是
也
。
◎
正
本

は
「
之
廟
」
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
夜
字
従
夕
　
(
呂
.
ロ
さ
.
邊
　
宋
本
「
夜
」
作
「
夢
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
夜
」
字
に
作

る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
鹿
本
」
　
も
同
じ
。

・
両
便
祁
午
　
(
呈
・
-
訂
・
邊
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
祁
」
作
「
祈
」
非
也
。
◎

正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
祁
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も

「
祁
」
字
に
作
る
。

・
男
女
同
名
(
u
u
・
G
a
・
い
)
　
宋
本
「
女
」
作
「
干
」
非
也
。
◎
正
本
は
宋
本
と
異
な

り
「
女
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
「
子
」
字
に
誤
る
。

・
是
役
夫
遂
正
所
主
　
(
い
や
ー
ざ
・
邊
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
木
「
遂
」
成
「
随
」
。

下
同
。
山
井
鼎
云
、
此
疏
有
四
迷
正
、
但
最
上
随
正
岡
今
本
也
。
◎
正
本

は
諸
本
と
異
な
り
「
遂
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
漢
書
重
文
志
無
周
書
篇
目
　
(
u
ナ
ー
O
a
.
已
　
宋
本
「
無
」
作
「
有
」
是
也
。
◎
正
本

は
「
元
」
字
に
作
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
。
阪
刻
本
は
「
有
」
字
に
作
る
。
こ
れ

が
正
し
い
。
た
だ
し
　
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
「
無
」
字
に
作
る
。

・
饗
之
以
壁
賄
日
　
(
u
ツ
ー
u
a
.
N
)
　
宋
本
「
賄
」
作
「
佑
」
、
輿
楚
語
合
。
◎
正
本
は

「
賄
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
如
是
女
之
服
蘭
也
　
(
u
甲
山
-
b
.
N
)
　
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
如
」
誤
「
知
」
。
宋
本
重

「
是
」
字
、
「
之
」
作
「
子
」
。
◎
正
本
は
「
如
是
是
女
之
服
蘭
也
」
に
作
る
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
周
成
王
封
母
弟
叔
虞
於
尭
之
故
虚
　
(
u
ア
ー
u
a
.
N
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本

「
虚
」
作
「
墟
」
。
案
「
墟
」
「
虚
」
古
今
字
。
◎
正
本
は
「
虚
」
字
に
作
る
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
代
股
紐
伐
(
い
や
ー
告
.
u
)
宋
本
・
監
本
・
毛
本
作
「
伐
股
縫
代
」
。
関
本
惟
上
「
伐
」
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字
作
「
代
」
。
按
詩
序
皇
央
是
代
股
之
詩
。
文
王
有
音
是
纏
伐
之
詩
。
此
本

是
也
。
◎
正
本
は
「
代
股
組
伐
」
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」

は
「
代
股
縫
代
」
に
作
る
。

・
比
船
鳥
橋
(
舎
・
-
詮
・
邊
関
本
「
橋
」
誤
「
誓
」
。
宋
本
「
船
」
作
「
船
」
。
下
同
。

◎
正
本
は
「
舟
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
も
「
舟
」
字
に
作
る
。

・
振
鳥
整
理
之
意
(
お
・
0
旨
も
宋
本
・
毛
本
「
意
」
作
「
義
」
。
◎
正
本
は
「
意
」

字
に
作
る
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
「
意
」
字
に
作
る
。

・
是
解
衡
雇
二
名
之
由
也
　
(
畠
・
-
ざ
・
巴
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
由
」
作

「
山
」
。
◎
正
本
は
「
由
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
鹿
本
」
も
同
じ
。

★
考
工
記
(
畠
・
H
N
b
・
巴
宋
本
・
毛
本
「
工
」
誤
「
功
」
。
◎
正
本
は
「
工
」
字
に
作

っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
橡
算
而
痙
知
(
宣
・
S
b
・
-
○
)
宋
本
「
橡
」
上
有
「
皆
」
字
。
「
算
」
作
「
算
」
是
也
。

毛
木
同
。
◎
正
本
は
「
皆
橡
等
而
盈
知
」
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
同
じ
。

・
劉
賃
穎
日
(
宣
・
N
O
b
・
巴
宋
本
「
穎
」
作
「
頴
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
穎
」
字
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
も
「
穎
」
字
に
作
る
。
た
だ
し
「
頴
」
字
が
正
し
い
。

・
幕
能
師
寂
項
者
也
(
会
・
山
芋
巴
宋
本
「
師
」
作
「
帥
」
、
輿
外
侍
合
。
◎
正
本
は

「
師
」
字
に
作
る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
邑
外
謂
之
郊
(
亭
○
旨
・
-
)
宋
本
・
毛
本
「
謂
」
誤
「
烏
」
。
◎
正
本
は
「
謂
」
字

に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
土
良
木
以
己
烏
甲
妃
也
(
芋
O
等
立
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
木
」
作
「
水
」
非
也
。

◎
正
本
は
「
木
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
同
じ
。

・
儲
洗
之
鐘
(
芋
u
旨
邑
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
鐘
」
作
「
鐘
」
。
◎
正
本

は
諸
本
と
異
な
り
「
鍾
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
は
院
刻
本
と
同
様

「
枯
洗
之
鍾
」
に
作
る
。
た
だ
し
「
括
」
字
は
「
姑
」
字
の
誤
刻
。

・
二
子
更
無
兵
衆
(
会
・
〇
詮
・
-
○
)
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
兵
」
作
「
賓
」
非
。
宋
本
「
二
」

誤
「
三
」
。
◎
正
本
は
「
二
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修

四
庫
本
」
　
も
「
二
」
字
に
作
る
。

・
下
又
云
　
(
怠
・
-
詮
・
-
)
　
宋
本
・
毛
本
「
又
」
一
作
「
文
」
。
◎
正
本
は
「
又
」
字
に
作

ノ

る
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
以
聴
鳳
皇
之
鳴
(
命
・
-
書
・
巴
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
皇
」
作
「
風
」
俗
字
。

◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
皇
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続

修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
辰
属
農
祥
　
(
命
・
-
ざ
・
豊
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
馬
」
作
「
鳥
」
非
也
。
◎
正
本
は

「
馬
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
戸
暗
反
　
(
苫
・
O
N
b
・
告
　
宋
本
此
三
字
側
注
。
◎
正
本
は
小
字
双
行
に
作
る
。

「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
不
宜
執
其
使
人
　
(
旨
.
-
さ
.
巴
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
宜
」
作
「
得
」
。
正
徳
本
・

関
本
此
虎
賞
映
。
◎
正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
宜
」
字
に
作
る
。
阪
刻
本
同

じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
も
同
じ
。

・
然
則
百
穀
　
(
訟
・
-
O
b
ム
)
　
宋
本
・
毛
本
「
穀
」
作
「
官
」
非
也
。
◎
正
本
は
「
穀
」

字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
阪
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
楚
是
南
方
之
國
(
訟
・
N
-
b
・
ふ
)
　
宋
本
脱
「
之
」
字
。
◎
正
本
に
は
宋
本
と
異
な

り
「
之
」
字
が
有
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」

も
脱
せ
ず
。

・
謂
請
楚
楚
許
之
也
(
宝
・
〇
夢
色
宋
本
「
許
し
下
有
「
人
」
字
。
◎
正
本
に
は
「
人
」

字
無
し
。
こ
れ
が
正
し
い
。
「
続
修
四
庫
本
」
・
院
刻
本
も
同
じ
。

・
猶
成
三
年
　
(
竺
・
-
N
a
・
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
三
」
作
「
二
」
非
也
。
◎
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正
本
は
「
三
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
・
院
刻
本
も
同
じ
。

・
載
忌
蹄
之
矢
(
宝
.
-
旨
・
u
)
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
忌
」
作
「
忘
」
是
也
。
◎
正
本

は
「
忌
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。
た
だ
し
「
忘
」
字
が
正

し
い
。

★
同
上
　
(
3
.
0
-
a
.
巴
　
宋
本
作
「
正
義
日
、
魯
世
家
云
、
哀
公
名
簿
。
定
公
之

子
。
蓋
是
夫
人
定
姐
所
生
。
以
敬
王
二
十
六
年
即
位
。
誼
法
共
仁
短
折
目

哀
」
。
按
此
古
本
之
最
善
虎
。
坊
刻
改
鳥
「
同
上
」
以
省
字
。
◎
正
本
は
「
正

義
日
、
魯
世
家
云
、
哀
公
名
簿
。
定
公
之
子
。
蓋
是
夫
人
定
姐
所
生
。
以

●

敬
王
二
十
六
年
即
位
。
註
法
共
仁
短
折
目
哀
」
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

「
続
修
四
庫
本
」
も
「
註
」
字
に
作
る
。

・
非
年
所
種
(
当
占
許
.
告
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
年
」
作
「
手
」
是
也
。
◎

正
本
は
諸
本
と
異
な
り
「
年
」
字
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
「
身
」
字
に

作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

・
以
玉
作
六
瑞
(
u
乎
O
等
.
巴
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
六
」
作
「
五
」
誤
也
。
◎
正
本

は
「
六
」
字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
翠
即
撃
邱
也
　
(
u
乎
-
写
.
巴
宋
本
「
撃
邱
」
作
「
黎
邱
」
。
下
同
。
◎
正
本
は
「
黎

丘
」
に
作
る
。
「
続
修
四
庫
本
」
も
同
じ
。

・
孔
子
不
得
服
弔
服
(
寧
○
寧
色
宋
木
上
「
服
」
字
誤
「
成
」
。
◎
正
本
は
「
服
」

字
に
作
っ
て
誤
ら
ず
。
院
刻
本
同
じ
。
「
続
修
四
庫
本
」
　
は
「
巽
」
字
に
作

っ
て
、
誤
る
P

轟

　

轟

　

鼻

以
上
す
べ
て
一
一
五
例
。
主
と
し
て
　
「
正
宗
寺
本
」
　
と
異
な
る
箇
所
を
中
心

に
、
駈
校
の
記
述
と
合
わ
な
い
例
を
挙
げ
て
み
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
ま

だ
存
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
で
い
え
ば
全
六
〇
巻
、

慶
元
本
『
春
秋
正
義
』
全
三
六
巻
の
分
量
か
ら
す
る
と
、
こ
の
数
を
少
な
い
と

見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
多
い
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆

者
は
、
や
は
り
こ
の
分
量
を
多
い
も
の
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

・
季
梁
推
此
出
理
(
○
?
-
浮
・
巴
采
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
作
「
推
出
此
理
」
。

の
例
の
よ
う
に
、
宋
本
が
他
の
諸
本
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
場
合
、
諸
本

の
校
記
に
引
き
ず
ら
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

・
孔
子
不
得
服
弔
服
　
(
山
や
O
N
b
.
巴
　
采
本
上
「
服
」
字
誤
「
成
」
。

の
例
の
よ
う
に
、
宋
本
が
単
独
に
言
及
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

に
一
致
し
な
い
も
の
が
二
四
例
も
見
出
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
不
可
解
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
阪
校
に
用
い
た
の
は
、
こ
の
た
び
影
印
刊
行
さ
れ
た
　
「
慶
元
八

行
本
」
と
は
異
な
る
別
の
　
「
慶
元
八
行
本
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
前
掲
『
中
國
版
刻
図
録
』
解
説
の
最
後

の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
解
説
で
は
、
先
ず
版
本
の
仕
様
を
説
明
し
、
次
い
で
こ

れ
が
宋
・
元
の
遁
修
本
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
宋
・
元
の
刻
工
名
を
二

期
に
分
け
て
列
挙
し
た
後
、
こ
の
書
を
元
時
の
印
本
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
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院
元
の
校
勘
記
は
蘇
州
の
朱
文
辞
の
家
蔵
本
に
接
り
て
訂
校
す
る
に
、
原
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書
の
補
版
の
多
寡
の
一
な
ら
ざ
る
に
因
り
、
故
に
南
本
の
文
字
も
亦
た
重

く
は
合
は
ず
。
.
今
、
朱
本
は
亡
び
て
久
し
く
、
此
は
僅
か
に
存
す
る
の
本

た
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
は
二
種
類
伝
存
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
院
元
が
校
勘
に
利
用
し
た
の
は
朱
文
辞
の
家
蔵
本
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
現
在
亡
逸
し
て
お
り
、
も
う
一
本
が
北
京
図
書
館
所
蔵
と
な
っ

た
。
両
本
と
も
に
元
代
の
漉
修
本
で
あ
る
た
め
、
遮
修
の
程
度
の
違
い
に
よ
り
、

玩
元
『
校
勘
記
』
に
い
わ
ゆ
る
　
「
宋
本
」
　
の
記
述
と
合
わ
な
い
箇
所
が
生
じ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
『
中
國
版
刻
園
録
』
解
説
に
は
実
は
基
づ
く
と
こ
ろ
が
有
っ

た
。
そ
れ
は
　
「
四
部
叢
刊
」
　
の
編
纂
者
で
あ
る
張
元
済
　
(
-
票
?
-
u
冶
)
　
の
指

摘
で
あ
る
。
彼
の
手
に
成
る
『
酒
井
棲
虚
絵
書
録
』
に
見
え
る
「
慶
元
八
行
本
」

の
解
題
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

○
こ
の
版
本
は
清
の
季
振
宜
・
徐
乾
学
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
こ
れ
を
惇
化
本

の
重
刊
で
あ
る
と
す
る
説
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
慶
元
庚
申
(
六
年
-
N
3
)

に
沈
中
賓
が
旧
式
に
の
っ
と
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
そ
の
巻
数
は
単
疏
本
に
一
致
す
る
が
、
日
本
伝
承
の
単
疏
本
で
あ
る
　
「
正

宗
寺
本
」
　
と
一
箇
所
、
巻
次
第
に
相
違
す
る
部
分
が
有
る
こ
と
。

○
院
元
『
校
勘
記
』
が
利
用
し
た
の
も
慶
元
本
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
が
合

わ
な
い
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
　
(
八
例
を
挙
げ
る
。
前
掲
筆
者
の
校
勘

記
で
「
☆
」
印
を
附
し
た
も
の
)
、
「
頗
る
疑
ふ
ら
く
は
、
院
氏
の
見
る
所
は

多
く
補
版
鳥
り
、
故
に
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
な
り
」
　
と
予
想
す
る
こ
と
。

○
刻
工
名
に
、
紹
照
王
子
　
(
三
年
　
〓
㌶
)
　
刊
刻
の
　
「
黄
唐
本
稽
記
正
義
」

(
八
行
本
)
　
に
一
致
す
る
も
の
が
有
る
こ
と
、
そ
の
刻
工
に
は
版
心
に
字

数
を
記
さ
な
い
宋
瑜
以
下
九
六
人
と
、
字
数
を
記
す
鄭
埜
以
下
五
三
人
等

が
存
在
し
、
前
者
が
慶
元
年
間
の
、
後
者
が
元
代
の
補
修
の
刻
工
で
あ
る

こ
と
、
淫
ら
に
そ
の
補
修
も
一
時
で
は
な
い
こ
と
。

○
こ
の
版
本
は
か
つ
て
鍍
大
折
が
言
及
〔
②
】
し
た
　
「
朱
文
辞
蔵
本
」
　
で
あ

る
こ
と
、
こ
れ
を
陳
樹
華
が
借
り
受
け
て
校
本
を
作
成
し
、
さ
ら
に
段
玉

裁
が
そ
の
副
本
を
作
成
し
た
が
、
い
ず
れ
も
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
　
「
朱
文
薛
本
」
　
は
後
に
金
輔
之
　
(
金
梼
)
　
の
蔵
書
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
ま
た
現
在
で
は
亡
逸
し
た
こ
と
。

○
さ
ら
に
『
南
感
志
』
中
に
三
十
六
巻
本
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
慶
元
本
で

は
な
い
こ
と
。

春
秋
左
停
正
義
三
十
六
巻
　
末
慶
元
刊
本
　
三
十
二
冊

悸
胎
障
・
除
腱
健
障
膏
蔵

此
鳥
春
秋
左
侍
注
疏
合
刻
之
第
一
版
。
呉
興
眈
仲
懐
刊
於
宋
慶
元
庚
申
之
歳
。

書
名
除
啓
一
外
、
均
無
　
「
左
侍
」
　
二
字
。
前
有
孔
頴
達
序
。
有
若
干
巻
、
巻
尾

題
　
「
修
職
郎
新
差
充
姿
州
州
學
教
授
超
彦
様
鮎
校
」
、
或
題
　
「
郷
頁
進
士
凋
嗣
祖

校
勘
」
。
巻
末
有
杜
氏
後
序
及
惇
化
元
年
庚
寅
校
勘
進
書
街
名
。
輿
玩
刻
校
勘
記

所
列
同
。

或
謂
「
此
鳥
重
刊
惇
化
本
」
、
不
知
惇
化
時
、
祇
有
畢
疏
。
沈
氏
乃
沿
用
菖
木
原

式
、
非
童
刊
。
此
親
沈
氏
後
攻
自
明
。

孔
序
有
言
　
「
烏
之
正
義
凡
三
十
六
巻
」
、
是
三
十
六
巻
烏
孔
氏
自
定
。
近
日
本
革

印
影
正
宗
寺
本
軍
疏
、
巻
数
相
同
。
惟
以
開
公
元
年
至
債
公
五
年
烏
巻
第
十
、

輿
此
相
異
、
餞
悉
相
合
。
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院
反
陸
重
刊
「
十
三
経
注
疏
」
、
嘗
以
此
刻
校
勘
左
侍
、
謂
「
無
附
梓
音
、
字
無

俗
鮭
。
是
宋
刻
正
義
中
之
第
一
善
本
。
毎
半
頁
八
行
、
経
停
毎
行
十
六
字
。
注

及
正
義
、
毎
格
壁
行
、
行
廿
二
字
。
経
侍
下
載
注
、
不
標
注
字
。
正
義
絶
好
篇

未
、
云
云
」
。
今
以
此
本
鐙
之
、
一
無
差
異
。

惟
院
低
校
勘
記
謂
、
正
義
序
「
以
膠
投
薄
」
、
宋
本
「
漆
」
字
誤
作
「
漆
」
。
而

此
不
作
「
漆
」
。
「
以
至
干
今
」
、
栗
本
・
毛
本
「
干
」
作
「
於
」
。
而
此
不
作
r
於
」
。

啓
一
「
大
検
作
甲
子
」
、
宋
本
　
「
桟
」
　
作
　
r
検
」
。
而
此
不
作
　
「
擁
」
。
「
自
嫌
珪

大
」
、
宋
本
「
彊
」
作
　
「
疆
」
。
而
此
不
作
「
疆
㌔
　
「
是
錯
経
以
合
異
也
」
、
宋
本

「
異
」
誤
「
義
」
。
而
此
不
誤
「
義
」
。
r
丘
明
輿
聖
同
恥
」
、
宋
本
「
恥
」
作
「
時
」
。

而
此
不
作
r
時
」
。
「
乃
聞
賢
輿
不
賢
」
、
宋
本
「
聞
」
作
「
闘
」
。
而
此
不
作
r
関
」
。

「
以
聖
人
虚
聖
窮
神
」
、
宋
本
　
「
壷
聖
」
　
作
　
「
塵
性
」
。
而
此
不
作
「
鼓
性
」
。

略
単
数
事
、
巳
見
承
違
。
鰯
紹
鴎
喝
輿
望
盈
邱
域
崩
、
明
弼
羽
一
盟
叫
。

牌
謄
本
超
記
正
義
、
刊
於
紹
無
壬
子
、
其
政
文
有
「
春
秋
一
躍
顧
力
未
暇
、
以

胎
同
志
」
　
之
語
。
是
事
後
八
年
而
出
、
質
有
歩
趨
之
意
。
故
行
款
如
一
、
字
鯉

菓
工
、
無
一
不
肖
。
刻
工
姓
名
、
大
都
相
同
。
而
分
鳥
雨
類
。

邦
腐
心
項
感
覇
痴
朝
、
有
宋
瑜
・
丁
扶
・
何
昇
・
毛
俊
・
許
詠
・
朱
益
・
方
堅
・
葛
昌
・

落
信
・
王
玩
・
張
謙
・
方
至
・
金
滋
・
徐
仁
・
何
澄
・
張
明
・
楊
邁
・
許
録
・
徐
宥
・
李
侃
・

楊
詠
・
李
光
祖
・
李
允
・
黄
安
上
・
高
松
年
・
顧
祐
・
張
曙
・
李
信
・
王
受
・
楊
昌
・
劉
昭
・

季
節
正
・
呉
志
・
李
倍
・
王
賓
・
采
瑠
・
呉
宥
・
王
汝
霧
・
王
定
・
史
伯
恭
・
馬
松
・
孫
日

一

新
・
蒋
仲
・
王
宗
・
朱
換
・
張
堅
・
李
斌
・
許
成
之
・
卓
定
方
・
貌
奇
・
江
漢
・
陳
選
・
菓
敏

・
方
茂
・
方
忠
・
李
洞
・
張
旭
・
張
斌
・
高
異
・
宋
通
・
陳
晃
・
徐
大
中
・
王
壽
三
・
李
倍
・

秦
顧
・
王
寺
・
楊
瑠
・
丁
之
才
・
余
敏
・
王
権
・
陳
彬
・
張
允
・
陳
浩
・
劉
仁
・
厳
智
・
王
明

・
李
忠
・
胡
良
臣
・
沈
彦
・
方
中
・
呉
方
宏
・
卓
定
・
王
信
・
呉
津
・
孫
新
・
符
彦
・
張
升
・

張
富
・
張
彬
・
徐
俊
・
周
明
・
蒋
容
・
沈
文
・
朱
玩
・
張
亨
諸
人
、
皆
原
版
也
。

邦
燭
心
璃
誠
司
弼
朝
、
有
鄭
埜
・
何
銭
・
石
徳
潤
・
仇
婆
息
・
功
夫
・
孫
開
一
・
子
華
・

李
祥
・
朱
輝
・
永
昌
・
徐
柴
・
高
誼
・
陳
一
・
徐
友
山
・
黄
亨
・
張
三
・
王
六
・
虐
徳
潤
・
艮

富
・
洪
福
・
何
慶
・
何
建
・
陳
允
升
・
紺
珍
・
張
狗
・
徐
困
・
陳
國
・
金
友
・
陳
邦
卿
・
鄭
春

・
徐
中
・
何
通
・
曹
桒
・
葛
弗
一
・
董
用
・
李
諒
・
八
斗
・
丁
詮
・
李
崗
・
張
子
良
・
鐘
昇
・

虞
良
・
朱
六
・
葛
辛
・
洪
束
・
王
大
・
童
升
・
超
過
春
・
任
阿
伴
・
久
昌
・
陣
頭
・
孫
斌
・
婁

正
諸
人
。
或
有
軍
記
一
字
者
、
皆
補
版
也
。

刑
場
粥
重
岡
明
つ
嘲
。
惟
補
刻
之
字
、
輿
前
一
類
重
若
鴇
溝
、
戟
然
不
同
。
其

中
祇
張
明
・
丁
之
才
二
人
、
有
記
字
数
者
各
一
葉
。
疑
昔
時
即
以
壊
版
覆
刻
、
並

未
重
富
、
故
致
政
出
。
又
朱
換
一
人
、
穏
記
在
後
類
、
而
比
則
在
前
類
、
鳥
相

異
耳
。

暦
醇
謂
「
蘇
州
慄
快
匿
家
蔵
有
是
書
」
。
懐
臓
障
嘗
借
校
一
過
。
般
伍
俄
復
従

陳
本
連
銀
。
今
此
校
本
巳
不
可
復
見
。
般
底
謂
「
文
辞
所
蔵
、
後
蹄
欽
賭
陰
修

撰
園
に
家
」
、
恐
亦
化
烏
姻
雲
。

『
南
廠
志
』
有
三
十
六
巻
本
。
然
志
載
好
版
壊
版
宜
失
去
者
、
才
一
千
一
百
七

十
二
面
。
是
本
乃
至
l
千
八
百
七
十
二
面
。
疑
版
刻
必
有
不
同
。
惟
即
此
不
同

之
監
本
、
亦
不
可
得
。
然
別
是
本
也
、
国
鳥
今
日
之
鳳
毛
麟
角
臭
。
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以
上
が
、
一
張
元
酒
の
解
題
の
要
点
で
あ
る
が
、
『
中
國
版
刻
固
録
』
の
み
な

ら
ず
、
張
氏
以
降
、
こ
の
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
に
言
及
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
こ

れ
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
〔
③
〕
。

な
お
『
洒
芥
棲
煙
徐
書
録
』
で
は
こ
れ
に
続
け
て
、
沈
中
賓
の
後
攻
の
文
章

を
引
用
し
て
い
る
が
、
後
の
説
明
の
便
の
た
め
、
以
下
に
、
沈
氏
の
後
攻
を
引

用
す
る
張
金
吾
『
愛
日
精
底
蔵
書
志
』
巻
五
経
部
春
秋
類
の
記
述
を
掲
げ
よ
う
。
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春
秋
左
侍
正
義
三
十
六
巻
　
臨
金
壇
段
氏
校
宋
慶
元
本

田
國
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
解
開
國
子
臣
孔
頴
達
等
奉
勅
撰

序後
序

中
賓
〔
「
中
」
字
栗
本
甚
模
糊
。
或
是
「
作
」
字
。
姑
以
意
定
。
〕
　
卯
蒙
異
恩
、

分
間
漸
左
。
仰
鰻
聖
天
子
崇
尚
脛
學
之
意
。
惟
恐
弗
稀
。
訪
諸
僚
吏
、
則

聞
給
事
中
江
公
之
鳥
帥
也
、
嘗
取
國
子
監
『
春
秋
経
侍
集
解
』
『
正
義
』
、

参
以
園
・
萄
諸
本
、
倖
其
属
及
里
居
之
彦
、
相
輿
技
響
、
母
敢
不
格
。
又

自
取
而
観
之
、
小
有
靴
謬
、
無
不
訂
正
。
以
故
此
書
純
全
.
濁
冠
他
本
。

不
博
康
費
、
鳩
工
集
事
方
股
而
遽
去
。
今
槍
正
愈
公
、
以
提
鮎
刑
獄
。
兼

掻
府
事
、
亦
嘗
加
意
是
書
、
未
畢
而
又
去
。
中
賓
鏑
惟
『
春
秋
』
一
躍
、

褒
善
旺
悪
、
正
名
定
分
、
萬
世
之
権
衡
也
。
筆
削
淵
奥
、
錐
未
易
測
知
、

然
而
『
左
氏
博
』
『
杜
氏
集
解
』
『
孔
氏
義
疏
』
、
発
揮
聖
経
、
功
亦
不
細
。

草
魚
一
書
、
則
得
失
盛
衰
之
述
、
典
夫
諸
儒
之
説
是
非
異
同
昭
然
具
見
。

此
前
人
雅
志
、
紐
其
後
者
庸
可
巳
平
。
遂
卒
成
之
。
諸
鐙
『
正
義
』
既
刊

倉
塞
、
而
此
書
復
刊
於
郡
治
、
合
五
島
六
、
柄
乎
相
輝
。
有
補
後
學
、
有

稗
教
化
、
遂
烏
東
州
盛
事
。
昔
無
豊
大
臣
疑
是
経
非
聖
哲
之
書
、
不
列
於

學
官
、
識
者
痛
之
。
中
興
以
来
、
抑
邪
靴
、
尊
聖
経
、
乃
復
大
顧
、
以
至

於
今
。
世
道
所
間
、
不
可
以
無
述
也
。
於
是
乎
書
。
慶
元
庚
申
　
(
六
年
)

既
望
,
呉
興
眈
仲
慣
謹
題
。

杜
氏
後
序
、
並
醇
化
元
年
勘
校
官
姓
名
、
及
慶
元
庚
申
呉
興
沈
中
賓
重
刻

題
政
一
篇
、
依
宋
本
抄
補
於
後
。
　
戊
子
(
乾
隆
三
十
三
年
.
-
↓
訟
)
三
月
、

倍
得
医
君
匪
酵
滋
蘭
堂
蔵
本
及
『
石
控
』
、
詳
細
手
技
。
凡
宋
本
有
疑
誤

.
者
、
悉
書
於
本
字
之
努
、
脛
博
文
従
『
石
経
』
増
加
一
二
。
七
月
三
十
日

校
畢
。
冶
泉
　
(
陳
)
　
樹
筆
記
。

南
宋
翻
刻
北
宋
本
、
無
『
陸
氏
音
義
』
、
復
以
『
秤
文
』
井
倍
得
金
梧
事
、

吉
松
崖
両
先
生
従
南
宋
本
手
校
者
、
互
勘
一
過
。
八
月
二
十
五
日
。

此
宋
惇
化
庚
寅
官
本
、
慶
元
庚
申
皐
刻
者
也
。
凡
宋
本
佳
虜
、
此
本
意
有
。

凡
今
日
所
存
宋
本
、
未
有
能
善
於
此
者
。
鳥
滋
蘭
堂
慄
丈
腹
臓
物
。
陳
君

芳
林
於
乾
隆
戊
子
借
按
一
部
。
陳
君
既
没
。
嘉
慶
壬
成
l
(
七
年
-
肋
O
N
)
、

予
借
諸
令
嗣
、
命
長
孫
美
中
細
意
臨
校
、
次
子
鰭
件
而
終
之
。
吾
父
有
左

侍
癖
。
此
本
雷
同
手
宕
本
、
子
孫
永
遠
賓
愛
。
文
辞
名
奥
、
蔵
書
最
精
、

今
皆
散
。
『
左
侍
』
今
在
欽
膣
修
撰
厚
家
。
芳
林
著
『
春
秋
内
外
侍
考

澄
』
『
宋
序
補
音
考
謹
』
、
東
原
師
甚
重
之
。
契
亥
(
八
年
)
五
月
、
鹿
臨

裁
記
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
張
元
滑
が
解
説
し
た
朱
文
辞
蔵
本
と
陳
樹
華
、
段

玉
裁
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
右
の
陳
樹
華
〔
◎
〕
、
段
玉
裁
の
政
文

に
基
づ
く
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
段
玉
裁
の
「
春
秋
左
侍
校
勘
記
目
録
序
」
(
『
経
的
棲
集
』
巻
四
)
〔
⑤
)
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
阪
元
「
春
秋
左
侍
注
疏
校
勘
記
序
」
〔
①
〕
の
記
述
に
よ
っ
て
、

陳
樹
華
の
校
本
そ
し
て
段
玉
裁
の
校
本
が
厳
木
仙
、
す
な
わ
ち
院
元
『
春
秋
左
侍

注
疏
校
勘
記
』
　
へ
と
継
承
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
朱
文
辞
没
後
、
こ
の
書
は
金
梯

(
輔
之
-
3
T
-
∞
0
-
)
　
の
蔵
書
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

ま
た
陳
樹
華
『
春
秋
内
借
考
謹
』
五
十
一
巻
は
、
ど
う
や
ら
疏
文
に
ま
で
は

及
ん
で
い
な
い
よ
う
で
、
段
玉
裁
の
　
「
鎮
槍
の
厳
生
木
州
は
博
聞
強
識
な
り
。
因

り
て
授
く
る
に
慶
元
刻
す
る
所
の
惇
化
本
井
び
に
陳
氏
の
『
敬
語
』
、
及
び
『
石

経
』
以
下
の
各
本
、
及
び
『
繹
文
』
の
各
本
を
以
て
し
、
其
れ
を
し
て
精
詳
に

135
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拾
放
し
、
其
の
衆
む
る
所
を
観
し
め
、
是
非
の
定
め
難
き
者
に
於
て
は
、
則
ち

予
暇
日
を
以
て
其
の
表
を
折
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
す
る
と
、
疏
文
の
校
勘

の
責
任
は
や
は
り
厳
木
榊
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
張
元
済
『
酒
井
棲
放
線
書
録
』
は
最
後
に
、
蔵
書
印
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
そ
し
て
現
に
「
続
修
四
庫
全
書
本
」
　
か
ら
も
そ
れ
ら
が
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
十
種
類
の
蔵
書
印
が
見
え
る
。

「
秋
叡
園
書
」

「
北
平
孫
氏
」

「
季
振
宜
字
読
今
競
槍
葦
」
　
「
季
印
振
宜
」
　
「
槍
葦
」

「
畠
山
徐
氏
家
蔵
」
　
「
徐
健
奄
」
　
「
乾
學
」

「
梅
鐙
張
元
済
経
収
」
　
「
酒
井
棲
」

近
刊
の
李
致
忠
『
宋
版
書
叙
録
』
(
書
目
文
献
出
版
社
一
九
九
四
)
を
参
照

す
る
と
、
「
秋
叡
園
書
」
と
は
南
宋
の
宰
相
賃
似
道
(
-
N
-
?
-
N
謡
)
　
の
蔵
書
印

だ
と
い
う
。
た
だ
し
李
致
忠
氏
は
そ
の
　
「
真
偽
は
弁
じ
が
た
い
」
　
が
、
も
し
も

こ
れ
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
「
錦
上
に
花
を
添
え
る
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

次
い
で
「
北
平
孫
氏
」
は
明
の
孫
承
沢
の
蔵
書
印
。
北
平
は
彼
の
本
籍
で
あ

る
山
東
益
都
に
ち
な
む
と
い
う
。
そ
の
蔵
書
は
「
万
巻
棲
」
に
納
め
ら
れ
た
。

「
季
振
宜
l
字
洗
骨
統
治
葦
」
　
「
季
印
振
宜
」
　
「
治
葦
」
等
の
印
記
は
、
す
べ

て
清
の
季
振
宜
、
字
は
洗
骨
、
号
は
治
葦
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

「
畠
山
徐
氏
家
蔵
」
　
「
徐
健
奄
」
　
「
乾
學
」
は
清
の
徐
乾
学
(
-
3
†
-
3
告

の
蔵
書
印
。
そ
の
蔵
書
は
「
伝
是
棲
」
に
納
め
ら
れ
、
『
伝
是
棲
宋
元
書
目
』

に
そ
の
解
説
が
見
え
る
。

最
後
は
「
海
蛭
張
元
済
経
収
」
　
「
涌
芥
棲
」
。
酒
井
櫨
は
商
務
印
書
館
編
訳

所
の
参
考
図
書
館
で
、
張
元
酒
は
そ
の
創
設
者
。
「
四
部
叢
刊
」
が
洒
券
種
の

蔵
書
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
蔵
書
は
日

華
事
変
中
に
焼
失
し
た
も
の
が
多
く
、
張
元
臍
に
『
滴
芥
棲
焼
餞
書
録
』
の
著

が
有
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
　
「
続
修
四
庫
全
書
本
」
は
そ
の
収
蔵
者
を
そ
の
蔵
書
印

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

(
南
宋
)
　
賃
似
道
-
明
)
　
孫
承
沢

(
清
)
季
振
宜
-
　
徐
乾
学
-

-
①
U
-
-
-
①
①
-

洒
芥
棲
l
北
京
図
書
館

二

続
修
四
庫
全
書
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一
方
、
朱
文
辞
蔵
本
の
系
譜
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
以
下

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

-
q
O
　
も
冒
-

(
清
)
朱
文
辞
l
金
棒
(
輔
之
)
　
l
?

-
寸
㌫
↑
借

陳
樹
華
-
◆
段
玉
裁
l
厳
木
…
l
院
元
校
勘
記

-
∽
O
N
倍

轟

　

轟

　

轟

以
上
の
よ
う
に
、
「
慶
元
八
行
本
」
が
二
種
類
伝
存
し
て
い
た
と
す
る
張
元
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清
の
解
題
に
よ
っ
て
、
阪
元
『
校
勘
記
』
と
北
京
図
書
館
本
と
の
記
述
の
相
違

(
張
氏
が
挙
げ
た
の
は
序
と
巻
一
か
ら
の
八
例
)
　
が
説
明
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
先
に
筆
者
が
列
挙
し
た
一
一
五
例
も
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説

明
が
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
の
に
は

い
さ
さ
か
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
「
慶
元
八
行
本
」
　
が
二
種
類
伝
存
し
て
い
た
と
す
る

記
録
を
、
張
元
清
『
酒
芥
棲
嘘
絵
書
録
』
以
前
に
見
出
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
周
易
正
義
』
や
『
尚
書
正
義
』
の
　
「
八
行
本
」
が
日
中
両
国
に
一
本
づ
つ
伝

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
無
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
周

易
正
義
』
『
尚
書
正
義
』
の
場
合
は
学
界
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

『
春
秋
正
義
』
の
場
合
、
そ
の
事
実
に
言
及
す
る
も
の
の
無
い
こ
と
既
述
の
通

り
で
あ
る
。

理
由
の
二
つ
め
。
『
版
刻
園
録
』
解
説
に
よ
れ
ば
、
校
勘
記
　
「
宋
本
」
　
の
記

述
と
の
敵
齢
は
、
遮
修
の
程
度
の
違
い
か
ら
生
じ
た
も
の
と
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
筆
者
が
挙
げ
た
例
は
、
遮
修
部
分
の
み
に
見
ら

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
一
五
例
中
、
元
代
の
刻
工
名
が
記
さ
れ
た
例
、

あ
る
い
は
補
修
部
分
と
思
わ
れ
る
の
は
、
実
は
以
下
の
、

・
若
一
地
二
名
昔
時
並
存
　
(
○
ナ
O
等
.
邊
　
高
諒
　
(
○
サ
ー
O
b
続
四
庫
本
)

・
六
粂
謂
黍
稜
積
梁
褒
菰
　
(
O
や
O
等
・
-
○
)
　
良
富
?
　
(
O
u
ム
ー
a
)

・
計
應
罪
楚
子
　
(
N
N
・
-
詮
・
巴

・
則
下
輿
福
祐
甚
周
編
　
(
N
や
O
等
.
浩

・
考
工
記
　
(
畠
・
G
b
・
巴

・
同
上
　
(
3
.
0
】
a
・
u
)

胡
　
(
-
チ
怠
b
)

友
山
　
(
=
徐
友
山
　
?
房
a
)

?
　
　
(
N
ナ
S
b
)

は
　
(
u
u
・
0
-
a
)

・
楊
雄
方
言
云
　
(
〇
㌢
○
∽
a
・
-
○
)

・
陸
機
毛
詩
疏
云
　
(
○
?
○
∞
a
⊥
○
)

・
是
共
植
時
之
便
　
(
-
N
・
ロ
等
・
芝

洪
福
　
(
○
?
-
O
a
)

洪
福
　
(
○
?
-
O
a
)

■
　
(
巳
.
G
a
)

の
九
例
　
(
前
掲
筆
者
の
校
勘
記
に
★
印
を
附
し
た
も
の
)
　
の
み
で
、
他
は
い
ず
れ
も

宋
代
の
刻
工
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
既
述
の
よ
う
に
「
続
修
四
庫
全
書
本
」
は

刻
工
名
の
識
別
が
困
難
な
版
心
が
少
な
く
な
い
。
)
.

張
氏
の
解
説
の
い
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
敵
齢
の
例
は
元
代
遽
修
部
分
に

限
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
事
実
は
そ
の
逆
で
、
慶
元
年
間
の
刊
刻
部

分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
先
の
二
つ
の
系
譜
を
見
比
べ
る
と
き
、
徐
乾
学
(
-
訟
ナ
】
S
告

か
ら
酒
芥
槙
に
至
る
ま
で
に
、
「
朱
文
辞
-
金
梯
　
(
-
詔
等
-
∞
〇
〇
」
　
を
介
在
さ

せ
て
も
、
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
検
討
の
結
果
、
張
氏
の
解
説
は
、
酒
井
棲
蔵
本
　
(
す
な
わ
ち
「
続
修
四
庫

本
」
)
が
『
校
勘
記
』
龍
い
わ
ゆ
る
「
宋
本
」
　
の
記
述
と
敵
僻
す
る
例
の
多
い

こ
と
か
ら
、
「
慶
元
八
行
本
」
　
に
二
本
が
存
在
す
る
は
ず
だ
と
い
う
仮
説
を
立

て
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。

幸
い
に
以
上
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
清
代
に
は
刊
本
と
し
て

の
　
「
慶
元
八
行
本
」
　
は
た
だ
の
一
本
、
す
な
わ
ち
院
元
が
利
用
し
た
朱
文
辞
家

蔵
本
が
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
が
北
京
図
書
館
所
蔵
本
と
な
り
、
こ
の
た

び
　
「
続
修
四
庫
全
書
」
　
中
に
影
印
本
と
し
て
収
録
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
阪
校
す
な
わ
ち
腰
衣
は
、
直
接
に
は
「
八
行
本
」

を
見
て
い
な
い
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
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当
時
の
校
勘
作
業
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
寡
聞
に
し
て
詳
か
に
で
き
な
い
が
、

考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
且
写
本
を
作
成
し
た
も
の
を
用
い
た
か
、
あ
る
い
は
直

接
に
　
「
八
行
本
」
　
を
見
た
と
し
て
も
、
問
題
と
す
べ
き
箇
所
に
限
っ
て
点
検
し

た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
誤
写
の
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
現
在
、
我
々
が
誤
写
の
無
い
複
写
(
コ
ピ
ー
)
を
利
用
す
る
の
と
は
、

事
情
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
上
記
の
一
一
五
例
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
　
「
宋
本
」
　
即
ち
　
「
八
行

本
」
自
体
が
誤
っ
て
い
な
い
も
の
で
、
ま
こ
と
に
「
宋
本
」
　
に
と
っ
て
は
冤
罪

と
で
も
い
う
べ
き
例
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
筆
者
作
成
の
校
勘
記
は
、
こ
れ
ま
で
　
「
八
行
本
」
　
に
つ

い
て
は
既
述
の
と
お
り
、
院
元
『
校
勘
記
』
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
影
印
本
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
現
物
に
つ
い
て
校
勘
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
こ
れ
が
亡
逸
し
た
と
さ
れ
る
朱
文
辞
本
と
は
別
の

「
慶
元
八
行
本
」
で
あ
っ
た
と
し
て
む
＼
で
あ
る
。
否
、
そ
う
で
あ
れ
ば
尚
更

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
　
「
八
行
本
」
　
は
限
り
な
く
　
「
正
宗
寺
本
」
　
に
近

く
、
や
や
こ
れ
よ
り
劣
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
予
想
し
て
い
る
。

そ
の
詳
細
は
逐
次
発
表
し
た
い
と
思
う
。

轟
、
轟
　
轟

最
後
に
、
、
参
考
ま
で
に
「
慶
元
八
行
本
」
か
ら
二
例
、
こ
れ
と
対
照
す
る
た

め
院
刻
本
の
一
例
の
影
印
見
本
を
掲
げ
よ
う
。

「
附
図
一
」
　
は
、
「
慶
元
八
行
本
」
　
(
右
頁
)
　
と
「
嘉
慶
阪
刻
本
(
左
頁
)
」

の
荘
公
三
十
二
年
伝
の
部
分
で
、
ほ
ぼ
同
一
伝
文
・
注
文
そ
し
て
疏
文
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
「
八
行
本
」
　
が
伝
・
注
文
の
後
に
疏
文
を
ま
と
め
て
附
加

し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
院
刻
本
」
　
で
は
標
起
止
ご
と
に
分
別
し
て
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
八
行
本
」
　
が
　
「
単
疏
本
」
　
の
形
式
を
巻
次
第
を
含

め
て
多
分
に
残
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
院
刻
本
」
　
が
基
づ
い
た
　
「
十
行
本
」

に
至
っ
て
、
全
き
合
刻
本
が
完
成
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
附
図
二
」
　
は
、
「
慶
元
八
行
本
」
　
の
巻
四
の
第
三
十
三
某
と
巻
玉
の
第
一

葉
で
あ
る
。
巻
四
は
刷
り
が
鮮
明
で
は
な
く
、
か
な
り
後
印
で
あ
る
が
、
巻
玉

は
こ
れ
に
比
べ
て
鮮
明
で
あ
る
。
刻
工
名
「
虐
徳
潤
」
は
元
代
の
人
物
で
あ
り
、

こ
れ
は
補
修
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
北
京
図
書
館
所
蔵
「
八
行
本
」
に
は
、

こ
の
よ
う
な
補
修
部
分
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
付
言
し
て
、
尊
家
の
さ

ら
な
る
検
討
を
待
ち
た
い
。

注①
　
玩
元
「
春
秋
左
停
注
疏
校
勘
記
序
」

…
…
至
於
孔
穎
達
等
依
経
侍
杜
注
鳥
正
義
三
十
六
番
、
本
臼
単
行
。
宋
淳
化
元

年
有
刻
本
、
至
慶
元
間
、
呉
興
眈
陣
麿
分
系
諸
経
注
本
合
刻
之
。
共
成
云
「
踵

給
事
中
江
公
之
後
、
取
國
子
監
春
秋
経
侍
集
解
正
義
精
校
、
畢
鳥
一
書
」
。
蓋
田

敏
等
所
錬
、
醇
化
元
年
所
頒
、
皆
最
鳥
善
本
、
而
畢
集
於
是
。
後
此
附
以
輝
文

之
本
、
未
有
能
及
此
者
。
元
和
厭
脚
障
、
即
以
此
本
遍
考
諸
書
、
凡
輿
左
氏
経

博
文
有
異
同
可
備
参
考
者
、
撰
成
『
春
秋
内
借
考
証
』
一
書
。
『
考
証
』
所
載
之

同
異
、
経
典
正
義
本
象
然
不
同
、
然
亦
間
有
可
采
者
。
元
更
病
今
日
各
本
之
蹄

駁
、
思
鳥
誼
正
。
鏡
塘
監
生
腰
未
納
熟
於
経
疏
、
因
授
以
昔
日
手
校
本
、
又
慶
元
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閉
所
刻
之
本
、
井
懐
胎
陸
『
考
証
』
及
唐
『
石
経
』
以
下
各
本
及
『
搾
文
』
各

本
、
精
詳
培
掟
、
共
鳥
校
勘
記
四
十
二
巷
。
錐
班
孟
堅
所
謂
「
多
古
字
古
言
」
、

許
叔
重
所
謂
「
述
春
秋
借
用
古
文
J
者
、
年
代
鯨
遊
、
不
可
究
悉
、
亦
庶
幾
網

羅
放
供
、
巽
成
注
疏
善
本
。
用
稗
學
者
臭
。
厩
伝
記

②
　
銭
大
晰
(
-
㌶
竺
仇
宝
)
　
の
『
十
駕
齋
養
新
線
録
』
巻
上
「
春
秋
正
義
宋
柴
本
」
条

に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

呉
門
の
除
は
牌
家
蔵
の
宋
柴
春
秋
正
義
三
十
六
巻
。
宋
の
淳
化
元
年
本
と
云
へ

る
も
、
寅
は
則
ち
慶
元
六
年
の
重
刊
本
な
り
。
毎
菓
前
後
各
八
行
、
行
十
六
字
。

巻
末
に
陶
圃
組
、
囲
膠
雁
等
の
校
勘
字
有
り
。
今
の
通
行
本
は
哀
公
舎
首
正
義

を
ば
全
て
師
く
も
、
濁
り
比
の
本
に
の
み
之
れ
有
り
。
女
薛
嘗
つ
て
予
に
倍
校

た

ま

た

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

を
許
せ
L
に
、
合
　
予
北
上
し
て
未
だ
果
た
さ
ず
。
今
文
辞
は
逝
き
て
久
し
。

う
つ

比
の
書
縛
じ
て
何
氏
に
徒
り
し
か
を
知
ら
ず
。
(
呉
門
朱
文
薛
家
蔵
末
葉
春
秋

正
義
三
十
六
巻
。
云
宋
淳
化
元
年
本
、
賞
則
慶
元
六
年
重
刊
本
也
。
毎
菜
前
後

各
八
行
、
行
十
六
字
。
巻
末
有
礪
嗣
祖
、
趨
彦
様
等
校
勘
字
。
今
通
行
本
哀
公

巻
首
正
義
全
開
、
濁
此
本
有
之
。
文
辞
嘗
許
予
倍
校
。
合
予
北
上
未
果
。
今
文

蔽
久
逝
、
此
書
不
知
樽
徒
何
氏
臭
。
)

③
　
た
と
え
ば
近
刊
の
王
肇
文
編
『
古
籍
宋
元
刊
工
姓
名
索
引
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
〇
)
　
で
も
刻
工
名
を
二
期
に
分
け
て
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
張
氏
を
そ

の
ま
ま
襲
う
も
の
で
あ
る
。

春
秋
左
侍
正
義
三
十
六
巻
　
(
洒
芥
棲
)

唐
孔
穎
達
撰
。

宋
慶
元
六
年
(
-
N
8
)
紹
興
府
刊
遁
修
本
(
半
頁
八
行
十
六
字
.
注
壁
行
二
十

二
字
)
。

日
口
.
左
右
壁
連
.
梶
高
響
米
.
廣
6
・
3
窟
米
。
刊
工
或
有
里
二
字
者
・
皆
補

'
ェ

板
也
。
所
補
亦
非
同
出
一
時
,
惟
補
刊
之
字
典
前
一
類
査
若
鴻
溝
.
哉
然
不
同
。

其
中
祇
張
明
、
丁
之
才
二
人
有
記
字
数
者
各
一
頁
.
疑
昔
時
即
以
壊
版
覆
刊
.

井
未
重
寓
.
故
致
岐
出
。
又
朱
換
一
人
.
《
穏
記
》
在
後
類
而
此
則
在
前
類
.
鳥

相
異
耳
。

④
　
『
清
史
列
侍
』
巻
六
十
九
「
陳
樹
華
伝
」
は
、
こ
の
政
文
に
基
づ
く
。

快
勝
塵
、
字
芳
林
、
江
蘇
元
和
人
。
乾
隆
元
年
、
臆
頁
生
。
授
湖
南
武
同
州
州

同
、
以
謹
誤
回
籍
。
巳
、
復
由
鮨
丞
隆
知
形
、
醇
招
山
西
澤
州
府
同
知
、
以
到

任
遅
延
、
降
補
寧
郷
知
願
。
樹
華
勤
學
、
有
左
癖
。
官
湖
南
時
、
待
慶
元
間
呉

、

興
沈
作
賓
分
系
諸
鐙
注
本
、
乃
棄
官
蹄
里
、
編
考
他
経
樽
記
・
子
史
別
集
輿
左
氏

経
侍
及
注
有
異
同
者
、
成
『
春
秋
内
借
考
証
』
五
十
一
巻
。
同
時
戴
震
・
慮
文
沼

・
位
牌
・
圧
除
隊
、
皆
服
其
該
拾
。
匿
伍
俄
自
萄
蹄
、
移
居
蘇
州
、
讃
其
書
、
歎

爵
善
本
。
因
録
其
副
、
以
訂
厩
辰
『
十
三
綬
校
勘
記
』
。
後
銭
塘
慨
体
授
以
慶
元

所
刻
淳
化
諸
善
本
、
令
脚
障
楕
詳
賠
班
、
其
是
非
難
定
者
、
伍
俄
鳥
折
衷
蔦
。

臓
障
又
有
『
國
語
補
音
訂
誤
』
及
詩
集
。
嘉
塵
六
年
、
卒
、
年
七
十
二
。

⑤
　
段
玉
裁
「
春
秋
左
侍
校
勘
記
目
録
序
」
(
『
繹
駒
棲
集
』
巻
四
)

…
…
國
朝
乾
陸
中
、
元
和
陳
芳
林
樹
華
有
左
癖
、
既
得
此
善
本
、
乃
棄
官
杜
門
、

139

遍
致
他
経
侍
記
子
史
別
集
及
左
氏
経
樽
及
注
有
異
同
可
参
致
者
、
成
『
春
秋
内

侍
故
詑
』
一
書
。
往
者
、
簡
便
原
師
・
値
幅
持
氏
・
胎
齢
は
氏
・
圧
憮
粗
氏
皆
其
該

拾
。
銀
塘
願
生
体
博
聞
強
識
、
因
授
以
慶
元
所
刻
「
惇
化
本
」
井
厭
氏
『
故
詮
』

及
『
石
経
』
以
下
各
本
、
及
『
搾
文
』
各
本
、
令
其
精
詳
揺
披
、
親
其
所
衆
、

而
於
是
非
難
定
者
、
則
予
以
暇
日
折
共
裏
焉
。
…
…
嘉
慶
八
年
冬
至
日

○
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
明
治
大
学
助
教
授
神
鷹
徳
治
氏
の
ご
助
言
を
賜
わ
っ
た
こ

と
を
申
し
添
え
る
。

)
)

(
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)

(
(
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